



















































In this study, the climate variation from the 12th century to the 16th century in the Japanese Islands is ana-
lyzed. As proxy data of the climate variation, annual rings and the records of cherry-blossom parties, Omiwatari
and climate disasters are used. On the basis of these data, the climate variation is reconstructed in detail, and the
relation between the climate variation and the social variation is examined. The main result is as follows: 1) The
climate variations of the several decade cycle also prevailed during this period. 2) Especially, from the end of the
15th century to the beginning of the 16th century, there was a remarkable climate variation with much cooling
around the winter. 3) During the cooling period, famines and riots occurred frequently and the more unstable so-
cial situation was brought about. 4) Through this period, the climate was warm till the first half of the 12th cen-
tury, became low after the 13th century, and cooled down after the second half of the 15th century.
キーワード：気候変動，気候復元，日本列島，小氷期
















































































































































































































































































































































































































中分類 小分類 計 災害




奇事 奇雨 1 甘雨降1
異雪 2 雨灰2
赤気 1 ホウキ星1
祭事 初雪 1 初雪1





冷湿 冷涼 7 雨如沃1,異常低温1,陰雨2,陰風1,寒雨1,氷雨1
長雨 7 霖天1,宿雨1,宿雨晴1,吉雨1,霖雨2,連雨1
温暖 温暖 2 冬暖2
寡雪 2 雪不降1,雪フラス1
寒冷 降霜 4 霜降1,霜深1,大霜降2
寒冷 5 寒気2,寒気甚1,寒天1,寒威甚1
降雪 19 雨雪1,大雪12,深雪1,雪5




大雨 大雨 77 甘雨1,雨24,雨風2,雨甚2,大雨22,甚雨1,大風雨10,風雨7,暴雨7,暴風雨1
大水 7 大雨水1,大水4,水損2
洪水 26 洪水20,大洪水5,流田捨米1
豊作 豊作 3 秋作吉1,大麦小麦吉1,五穀熟1
不作 不作 7 悪作1,凶1,凶年1,作毛悪シ2,不作1,不熟1
雑害 1 億万鼠1
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図4 気候災害の種類別出現数
く，また夏季の冷涼も多い。これは御神渡の変動に
対応する。ただしこの期間は，夏季の炎暑，また雷
雹の記録も多いため，夏季には高温の可能性もある。
1510年代には，冬季の寒冷が明瞭の一方，夏季
の冷湿が多い。強風の記録も多い。飢饉は前後に較
べて最も多いが，冷涼と強風が引金になったことが
考えられる。
1520年代には，夏季の炎暑が多く，冬季の寒冷
は少ない。また大雨が非常に多い。飢饉は1510年
代にくらべて減少する。
すなわち，1500年代は寒冬暑夏，1520年代は寒
冬冷夏，1530年代は暖冬暑夏の傾向が認められる。
これらの結果は，年輪，御神渡，桜花宴と，対応す
る一方，相異する面もある。
Ⅳ 変動の影響の検討
1.気候変動と飢饉
上述の16世紀に先立ち，冷涼化の影響がみられ
るようになり，著しい場合には飢饉となる。13世
紀には，日蓮により以下のように記される。
建治四（1278）年に，結句人をくらふ者出来して，
或いは死人或いは病人等の肉を裂取て，魚鹿等に加
えて売りしかば，人是を買い啖
く
へり。弘安三
（1280）年にも，人の肉をあるいは豬鹿に交へ，或
いは魚鳥に切り雑へ，或いはたゝき加へ，或いはす
し（鮨）として売る。食するもの数を知らず（原田信
男，2003）。
上記の年は，年輪幅が急激に減少していく頃であ
り，なんらかの気候変動の影響が考えられる。また
背景として，文永の役（1274）の後であり，さらに
弘安の役（1281）をひかえて，社会的にも大きく混
乱していたことが重なっている。さらに元寇は，北
方勢力が朝鮮半島を経て日本列島に達する動きであ
り，冷涼化を背景として南下の必要が生じたことも
考えられる。
ただし，中世後期には耐旱性，耐水性，耐虫性に
優れ，早熟性，収穫性のある占城米
せんじょうべい
（大唐米）が栽
培された。これは耐寒性は弱いという（原田信男，
2003）。用排水施設の整備も進められていたが，さ
らに旱魃の対策もとられたのであれば，この頃には
高温乾燥が背景にあったことが考えられる。
14世紀には，嘉暦三（1328）年に，骨
く
嵬
き
・樺太
アイヌが征討される。また，室町幕府は三代義満
（1368-1394）のとき，最盛期を迎える（児玉柳太
郎，2012）。1320年代には，年輪幅が急速に増加
している。樺太のような北方に向かって勢力が伸長
することは，温暖化を背景としている可能性がある。
また14世紀末にも年輪幅は大きいが，これらのこ
とも温暖化の期間を示す可能性がある。
飢饉の発生を50年ごとに集計すると，1391-1440
年に13回，1441-1490年に10回，1491-1540年に
15回あり，飢饉はとくに15世紀を中心として多かっ
た。また一揆も，1426年から1488年に18回起きた
（児玉柳太郎，2012）。15世紀には，世紀末に向かっ
て，年輪幅が減少していく。これらは前世紀とは対
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図5 年代別の気候災害出現割合
照的であるが，大きな気候変動が背景にあることが
考えられる。
ただし15世紀には，応仁の乱（1467-1477）前後
でも，戦国時代ほどには混乱がなかったといわれる。
すなわち戦乱状態に，日本全土が陥ることはない。
ただし，飢饉となると権力者は民衆を統治できなかっ
た（河田孝文，2012）。年輪の成長は1470年頃には
減少する。これは応仁の乱と時代的に対応しており，
樹木同様に農作物の不作を示している可能性がある。
ただしその後に回復しており，また16世紀末の減
少よりも小さい。このことは社会的な混乱にしても，
一揆の多発というレベルにとどまっていたことと関
係する可能性がある。
15世紀後半から16世紀にかけての中世後期には，
寒冷化による生産条件の悪化で，凶作・飢饉が頻発
し，さらに全国規模の戦乱となる中で，村落農民が
生産・生活・生命を守ることにより，荘園公領制が
解体していく（峰岸純夫，1995）。16世紀には，上
杉謙信勢は農閑期に雪のない関東に入り，春先に越
後に帰ったといわれる。すなわち戦も，慢性化した
飢饉と疫病を背景にしていた。これらのように，
16世紀に先立ち13世紀頃からの気候変動，とくに
冷涼化のときには，飢饉が発生して社会的混乱に至
ると認められることは多い。
2.気候変動の社会への影響について
冷涼化による飢饉で社会が混乱するのみならず，
さらに飢饉奴隷，飢饉出挙，自然享有，田麦の習俗
などが起こる，すなわち社会の変化にもつながると
いう指摘もなされている。ただし，変化の要因に気
候変動をとりあげることは，一般的ではなかった。
自然決定論は，社会の発展の要因を社会の側からは
説明しないため，社会の発展を積極的に推し進めよ
うとするときには，否定的にみられる。しかしモン
テスキューが1748年に著した『法の精神』では，
中世的な神の支配権のかわりに自然の支配権が強調
され，法がその国の自然に適合しないなら法を変革
するとされた（磯貝富士男，1994）。すなわち，国
ごとに異なる自然を，要因から排除することは適切
ではない。これは時間的な変化においても同様であ
り，社会の変化を分析するのに，気候変動を要因と
してとりいれる必要を示している。
ただし日本の中世であれば，生産力発展を背景と
して領主勢力が成長し，代表たる鎌倉幕府を打ち立
てていく，という見方のように，人間が自然を征服
して社会を発展させるという側面が絶対化されてき
た。この進歩発展一元史観により，自然条件の側面
への観察が欠落することになったという（磯貝富士
男，2013b）。
不順な天候は，不作をもたらし飢饉に至るという，
短期的・直接的な過程では終わらず，さらにその先
においても社会に影響する要因として機能すること
は，長期的・間接的な過程として，捉えることがで
きる。ただし現象が時間的・空間的・要因的に規模
が拡大することにより，その過程は複雑化し，関係
性も薄いものになる。
過去の自然の変遷の跡は失われ，復元できるもの
は限られるが，歴史時代の気候変動も同様である。
こうした不確定な部分の多い要因であれば，社会の
変化にかかわる可能性があるとしても，分析に取り
込むことで混乱するのであれば，ノイズとして除外
されざるを得ない面がある。ただし，気候変動の復
元が明瞭なものとなるときには，その捉え方も変わ
らざるを得ない。
先述の『気候の語る日本の歴史』では，1100年
頃の温暖のピーク後に冷涼化し，15世紀半ばに最
も冷涼となったが，15世紀後半には土一揆が集中
した。この土一揆の発生と気候変動とのかかわりに
おいて，その原動力は農民の成長にあり，気候は止
金をはずす役割をしたと説明された（磯貝富士男，
1994，2002）。ここでは，気候変動が社会の変化
に影響を与えるとする一方で，それとは独立した社
会の変化があることを前提としている。気候変動を
歴史研究に生かす基本的方向性として，きっかけと
して捉えられており，関係性を明瞭に示すものでは
なかった。
また，経済発展が小氷期で停滞した，ことについ
て，期間的に限定され全体として変わらない，と捉
える研究のように，生産力順調発展史観に裏付けら
れているとされた（磯貝富士男，1994，2002）。
上記のように，気候変動は社会の変化に影響を与
えるにしても，その捉え方は限定的である。あるい
は気候変動は外因，社会の変化は内因として区別さ
れ，外因は従因・副因であるのに対して，内因が主
因として扱われている。
一方，農業生産レベルの展開が，気候の冷涼化に
関連させて検討された。鎌倉後期から南北朝期の水
田二毛作の実施率や空間的な拡張は，生産力の飛躍
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的発展ではなく，稲作減収分を補填するためである。
早稲への関心の高まりも，冷害対策である。鎌倉以
降の地主の取り分，加地子は，剰余ではなく必要生
産部分に食い込む収取の転嫁物とされた（磯貝富士
男，2002）。こうした社会の変化は，社会に内在する
システムによる発展の過程，というよりも，外因で
ある気候変動の直接的影響として，捉えられている。
貞永元（1232）年の御成敗式目の成立は，それに
先立つ寛喜二（1230）年に，信濃，武蔵，美濃で真
夏に降雪があって，大冷害，飢饉が起こり，社会的
矛盾が激化，訴訟が激増して公平な裁きの基準が必
要となったことが，かかわるという。また文永元
（1264）年の田麦課税禁止令は，正嘉二（1258）年
に飢饉があり，二毛作の必要性にもとづく（磯貝富
士男，2013a）。社会の変化に先行して，大規模な
気候災害の発生がみられる。気候変動を分析の要因
に加えてみた場合，外因としてもその作用は極めて
大きく，社会の変化とのかかわりは，必然的ともい
えるものがある。こうした対応の連鎖が続くときに
は，気候変動と社会変化にも，因果関係が認められ
るものと考えられる。
3.冷涼化と社会の変化
白川院政でも最初の堀川天皇時代，1086年から
1107年，は理想的な時代とみられたが，この頃は
1100年ごろの最温暖化期に対応している。末法思
想では，永承七（1052）年に末法に入ったが，この
最温暖化期を経験したために，一旦後退したという
（磯貝富士男，2013b）。
しかし12世紀になると飢饉が続き，天永の飢饉
（1110），元永の飢饉（1118～），大治の飢饉（1127
～），長承・保延の飢饉（1133～），久安・仁平・
久寿の飢饉（1150～），応保の飢饉（1161），養和
の飢饉（1180～）があった。この1102～1110年頃，
1110年代末から1130年代は相対的な冷涼期であっ
た（磯貝富士男，2013b）。飢饉の原因は冷涼とは
限らないにせよ，短期的に見た場合，冷涼化が大き
な影響をもち，反対に短期的な温暖期には社会は安
定していた。
祈雨行事から見た場合にも，9世紀から11世紀に
は盛んに行われていたものが，12世紀には急速に
減少した（田上善夫，2013）。神祇様式にくらべ，
仏教や習合様式での祈雨行事の減少が甚だしい。こ
れには，祈雨行事に対して，実効性が厳しく求めら
れるという変化もあるが，祈雨の必要性も減少して
いた，すなわち，冷涼化との対応が考えられる。
この12世紀末には，社会的に大きな変化があっ
た。治承三（1179）年に平氏が政権を独裁的に掌握
し，1180年代初頭に鎌倉に武人政権が成立した。
さらに朝鮮でも1170年の庚寅の乱で武人政権が成
立し，1196年には60余年続く崔氏政権が成立した。
モンゴルでもチンギス・カンが1189年に諸部族を
統合し，1206年には北アジアを統一した（磯貝富
士男，2013b）。前記のように日本で飢饉が長期間
にわたり発生し，保元の乱（1156年）以降には乱世
となった後，社会体制に変化が起きた。こうした変
化には時間的な連続性が認められるが，さらに日本
のみならず，半島や大陸でも同時期に類似した変化
が起きていたことには，背景にある気候変動とのか
かわりを検討する必要がある。
すなわち，冷涼化の間に，徐々に社会的矛盾が激
化する中で，強力な政治的統制力，軍事力・警察力
の必要性が高まり，武家政権が秩序維持をはかるた
めに登場したとみられる。朝鮮でも農業生産の低下
の中で，武臣は徴税や民衆鎮圧の役割をさせられ，
文臣から差別される中で反乱を起こした。モンゴル
では，冷涼化で家畜が減少して牧地争奪戦が起きた
が，チンギス・カンにより統一されたモンゴル民族
は，対外的侵略により解決する方向に転じたという
（磯貝富士男，2013b）。
9世紀末に遣唐使が廃止されて以降，日本と中国，
また朝鮮との交流は低下し，社会的な発展も異質の
面が多いことが考えられる。その中で類似の体制変
化の存在は，気候変動の社会の変化の要因としての
可能性を示している。
4.気候変動における画期について
前節のように，気候変動が社会の変化の要因であ
るとすれば，広域における時代の画期は気候変動を
指標としてみることができる，と考えられる。
ここで先に行った東アジアでの気候復元によれば，
1480年代，1490年代は，湿潤状態が顕著であった。
とりわけ1480年代は飢饉が激増したが，この年代
には大水や長雨が多い。またそれとともに1480年
代には旱魃も多いため，変動がきわめて大きいとみ
られる（田上善夫，2015）。
それに続く16世紀初めは，前述のように冬季は
寒冷で夏季は冷涼である。さらに夏季には炎暑が現
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れて変動が大きい。これらのことも15世紀末に類
似しており，1500年頃を中心にした大きな気候変
動を示している。
また，気候災害分布にもとづく復元では，とくに
冬季には，900年前後，1200年前後に寒冷が認め
られ，この1500年前後も同様に寒冷である。さら
に1800年前後にも寒冷が認められる。これらはお
よそ300年間隔で現れている（Maejima,I.and
Tagami,Y.，1986）。
上記の900年前後には，東アジアは社会的に不安
定状態であり，907年に唐，926年に渤海，935年
に新羅と，たて続けに滅亡した。先述のように1200
年前後には，日本，朝鮮，モンゴルで，秩序維持の
ための武力の必要性から，武家政権へと変化した。
冷涼化はその影響が顕著であり，その期間を指標
として，気候変動の年代を捉えることができる。小
氷期に先立つ中世温暖期を含めた場合，およそ以下
となる。すなわち，1）7世紀から 9世紀まで，
2）10世紀から12世紀まで，3）13世紀から15世紀
まで，4）16世紀から18世紀まで，5）19世紀から
現在まで，である。
上記の区分ではおよそ，1）は古代の寒冷期，
2）は中世温暖期，3）は小氷期前期，4）は小氷期あ
るいは小氷期後期，5）は温暖化期に対応する。本
論で復元の主な対象とした期間は，上記の3）から
4）にわたっており，およそ小氷期にあたる。
Ⅴ おわりに
本研究では，日本列島における，12世紀から16
世紀までの気候変動について分析した。気候変動の
代替資料として，年輪，桜花宴，御神渡などの記録
を用いた。また気候災害記録も利用して，気候変動
の詳細な復元を試みた。さらに，この期間の気候変
動と社会的な変動とのかかわりについて，若干の検
討を試みた。その主な成果は以下の通りである。
1）文書などの代替資料から復元すると，この期間
中にも数十年程度の周期の気候変動が卓越して
いた。
2）とくに15世紀末から16世紀はじめにかけて，顕
著な気候変動があり，冬季・春季は寒冷化し，
夏季には湿潤化あるいは温暖化があった。
3）寒冷化の進む期間には，飢饉や一揆の多発がみ
られる。それは為政者による制度改革を通して，
社会的変化につながった可能性がある。
4）長期的な気候変動について，およそ7～9世紀
の寒冷，10～12世紀の温暖，13～15世紀の冷
涼，16～18世紀の寒冷，19世紀～現在の温暖と，
区分してみることができる。
なお，300年前後で大きく気候状態が変わるとし
ても，その間にあって数十年程度の周期の顕著な気
候変動が認められた。社会にあたえる影響は，むし
ろこのスケールの変動が大きいことも考えられる。
その検討は今後の課題である。
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